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放流用種苗育成手法開発事業(平成26年度/国庫委託)

ー渓流漁場における尾数制限の効果の検証一

目的

尾数制限は，釣り人が漁場から持ち帰る魚の数を制限す

る漁獲規制である。これによって，少数の釣り人による大

量の魚の持ち帰りを防ぎ，多くの釣り人が釣獲を持続的に

楽しむことができる。海外ではサケ ・マス類に多くの適用

例があるが，圏内の実施例は少ない。

そこで，尾数制限を導入した場合に期待される持ち帰り

尾数の減少量を実際の漁獲データからシミュレーション

した。また，尾数制限の導入に対する釣り人の意識も調査

した。これらから，渓流漁場における尾数制限の効果と導

入の可能性について検証した。

材料および方法

漁獲データの収集と漁獲規制に対する意識調査 栃木

県北部の利根川水系男鹿川 ・鬼怒川(おじか ・きぬ漁協管

内の全漁場)でアンケート調査を実施した。詳細は「渓流

漁場における釣獲と釣り人の実態 (p40-41)Jを参照され

たい。

シミュレーション 本漁場には2つのキャッチ&リリー

ス区聞があるため，それ以外の漁場における 559釣行日分

のデータを用いた。尾数制限の手法としては，年間の持ち

帰り尾数に上限を設ける方法もあるが，実効性を担保する

ことが困難である。そこで， 1日あたりの持ち帰り尾数の

上限を 10，5， 2尾に制限した場合について検討した。559

釣行日のうち，持ち帰り尾数が上限を超えていた釣行日に

ついて，上限以上の尾数は全てリリースされたと想定して

持ち帰り尾数を推定した。持ち帰り尾数の上限は，魚種ご

とに設定された場合を想定した。また，ニジマスについて

はキャッチ&リリース区間での釣獲が多かった (67%)1)た

め，ヤマメとイワナについてのみ，制限を導入した場合の

持ち帰り尾数の減少率と影響を受ける釣行日の割合(上限

尾数以上の釣行日/559X100)を算出した。

結果および考察

持ち帰りの実態 年券の回答者 62名 (1名のみ年間 1

日も釣行なし)の年間持ち帰り状況を見てみると，約半数

の回答者は，年間 l尾もヤマメ ・イワナを持ち帰っていな

かった。一方で，持ち帰りが多い上位 10%の回答者の持ち

帰り尾数が年券の回答者全体の持ち帰り尾数の 54-68%を

占めていた。

また，年券，日券の回答者を合わせて 1日あたりの持ち

帰り尾数を見てみると，持ち帰り尾数が 5尾以下の釣行日

高木優也・綱川孝俊

が 87-89%を占めていた(図 1)。
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図1 1日あたりの持ち帰り尾数

尾数制限の効果と漁獲規制に対する意識 1日 10尾ま

でとし、う比較的穏やかな制限でも，年間の持ち帰り尾数は

ヤマメで 14% (2，104尾) ，イワナで 29%(6，234尾)減

少すると推定された(表 1)。また，それによって影響を

受ける釣行日は 3-6%で、あった。尾数制限の導入について

は回答者の 77%が賛成と回答した(表 2)。

表 1 尾数制限の効果

1日あたりの持ち帰り尾数を 1魚種あたり 10，5， 2尾に制限した

場合に制限を受ける釣行日の割合と年間持ち帰り尾数の減少率

制限を受けミ5 年間持ぢ帰り
釣行日 尾数

10尾まで
ヤマメ 3% ー14%
イワナ 6% -29% 

i尾~ã;""f-一一一一一一一一一一

ヤマメ 11% -33% 
イワナ 13% -46% 
2尾まで
ヤマメ 22% -61% 
イワナ 19% -69% 

表2 尾数制限への賛否

賛成反対無回答

尾数制限 132 27 13 

尾数制限導入の可能性 本漁場では， 1日 10尾までと

いう比較的穏やかな制限でも持ち帰り尾数が 14~29%減

少し，釣れ具合の向上や親魚数の増加が期待できると考え

られた。また，尾数制限を導入することは釣り人の理解を

十分に得られると考えられた。今後は，尾数制限の導入に

よる釣れ具合の向上と釣り人の増加の程度や，それらを考

慮したうえでの最適な持ち帰り尾数の設定についての検

証が必要である。

(指導環境室)
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放流用種苗育成開発事業一渓流漁場における尾数

制限の効果の検証一 (p42)

県北部の渓流漁場をモデ、ルとして，尾数制限に

よる渓流魚の資源持続効果をシミュレーションに

より検証しました。ヤマメ・イワナそれぞれ 1日

10尾までとしづ尾数制限を導入した場合，年間の

持ち帰り尾数がヤマメで2，104尾 (14%)，イワナ

で 6，234尾 (29%)減少すると試算され，資源の

持続的利用に効果があると推定されました。また，

尾数制限の導入に77%の釣り人が賛成と回答しま

した。
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